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（ao，bo） （a4，b4） （al，b3） （a3，b1） （a2，b2）
協力解 対立解 Aの泣き寝入 Bの泣き寝入 妥協解
り解 り解
新製品開発プロセス 開発目 開発プロジ 目標期間内の Aの泣き寝入 開発目
標の早 エクト中止， 開発，特定部 り解の結果 標小幅
期達成 新製品開発 門の色を反映 と同一 修正，開
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と本研究
5．おわりに
　本研究では，新製品開発組織の調整メカニズムに関して，経営企画部門との戦略的・戦術的整合
性やリーダーの役割・権限と（組織全体としての）知識共有等を強調してきた実証研究と，主に調
整メカニズムの単調性と対称性を仮定した分析を展開してきた既存のゲーム理論的研究に対して，
S字型反応曲線を導入した上で5つの解の存在を指摘している筆者ら（鄭ら2007）のモデルを新
製品開発組織のメンバー間の合意形成の問題に拡張し，（一時的・長期的関係を両方含む）メンバ
ー間・部門間関係が絡んだ多層構造を有する複雑かつ微妙な調整メカニえムを考察した。
　特に，長期的・多層的関係の調整メカニズムを記述するため，非対称解（泣き寝入り解）の存在
を考慮するとともに，ゲーム理論や相互PMフレームワークのいう協力解・妥協解から妥協解を
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分離し，複雑かつ微妙な新製品開発プロセスにおける合意形成メカニズムをより現実に近い枠組み
として記述することを試みた。このように，本研究の分析視座は，非対称解と（中間領域の）新た
な対称解の存在を指摘することにより，既存の新製品開発組織研究に対して，新たなアプローチの
可能性を示唆するものではないかと思われる。
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